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３  改定率に抗議
  医療崩壊を食い止めら
れない2026年度診療
報酬改定

３  大臣合意に抗議
  高額療養費限度額引き
上げの撤回を 

４   医療機関に求めら 
れるサイバーセキュ
リティとは

 学術研究会Update㉛
５   薬剤77成分1100品目
処方薬に「特別料金」

６   繰り返される「芝刈
り作戦」の末に

 天井のない監獄パレス 
 チナから②

７   炭鉱に向かったユン
ヌンチュ

 シマチャビ㉚

２０２６年

歯冠修復・欠損補綴で
麻酔算定認めて

　
糖
尿
病
患
者

の
血
液
中
か
ら

唾
液
に
漏
れ
出

し
た
糖
は
、
う

蝕
病
原
菌
で
あ

る
Ｓ
・
ｍ
ｕ
ｔ

ａ
ｎ
ｓ
の
増
殖

を
促
進
す
る
と
い
う
驚
き
の

論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
糖
尿

病
に
な
る
と
、
心
血
管
疾
患

や
腎
症
と
と
も
に
、
歯
周
病

も
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
は

周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
う
蝕

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

▼
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
の
坂
中
哲
人
講
師
と
久

保
庭
雅
恵
教
授
、
同
大
学
院

工
学
研
究
科
の
福
﨑
英
一
郎

教
授
、
同
大
学
院
医
学
系
研

究
科
の
下
村
伊
一
郎
教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年

12
月
16
日
、
糖
尿
病
患
者
の

血
液
中
か
ら
唾
液
に
漏
れ
出

し
た
糖
が
、
Ｓ
・
ｍ
ｕ
ｔ
ａ

ｎ
ｓ
の
増
殖
を
促
進
し
、
う

蝕
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
と
発

表
し
、
国
際
学
術
誌
「
Ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ
ｂ
ｉ
ｏ
ｍ
ｅ
」
に
掲

載
さ
れ
た
▼
唾
液
の
場
合
は

尿
と
異
な
り
、
口
腔
細
菌
に

よ
る
糖
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
従
来
の
方
法
（
全
唾
液

採
取
）
で
は
血
液
か
ら
の
移

行
を
示
す
デ
ー
タ
が
難
し

い
。
そ
の
た
め
口
腔
細
菌
の

影
響
を
受
け
て
い
な
い
腺
唾

液
を
唾
液
腺
開
口
部
か
ら
直

接
採
取
し
、
解
析
を
行
う
手

法
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り

可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
や
は
り
、
こ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
を
読
む
た
び
に
、
今

後
と
も
医
科
歯
科
連
携
の
一

層
の
重
要
性
を
感
じ
る
。（
美
）

医療・介護負担増中止を争点に
　
高
市
早
苗
首
相
は
1
月
19
日
に
記
者
会
見
し
、
23
日
招

集
の
通
常
国
会
冒
頭
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
と
表
明
し

た
。
1
月
27
日
公
示
、
2
月
8
日
投
開
票
。
戦
後
最
短
の

異
例
の
選
挙
と
な
る
。
保
団
連
は
、
解
散
総
選
挙
に
対
し
、

軍
事
偏
重
で
医
療
・
社
会
保
障
を
抑
制
す
る
政
治
の
転
換

を
求
め
て
い
く
。 

 

（
関
連
3
・
5
・
8
面
）

　
高
市
首
相
は
、
解
散
の
理

由
に
つ
い
て
前
回
衆
院
選
以

降
、政
権
の
枠
組
み
が
自
民
、

維
新
に
変
わ
っ
た
こ
と
、
連

立
合
意
書
で
重
要
な
政
策
転

換
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
国
民

の
審
判
を
仰
ぐ
た
め
と
説
明

し
た
。
し
か
し
、
解
散
総
選

挙
に
よ
り
、
2
0
2
6
年
予

算
の
年
度
内
成
立
が
困
難
と

な
り
国
民
生
活
、
物
価
高
対

策
に
大
き
く
影
響
す
る
。
日

銀
の
利
上
げ
後
も
円
安
が
加

速
し
物
価
高
騰
に
拍
車
が
か

か
る
。
実
質
賃
金
も
25
年
1

月
以
来
、
11
カ
月
連
続
で
減

少
し
て
お
り
、
国
民
生
活
の

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
世

論
調
査（
朝
日
新
聞
・
1
月
18

日
）
で
も
こ
の
時
期
の
解
散

に
半
数
が
反
対
し
て
い
る
。

予
算
案
審
議
を
後
回
し
に
し

て
、
内
閣
支
持
率
が
高
い
う

ち
に
解
散
す
る
「
自
己
都
合

解
散
」
と
の
誹そ

し

り
を
免
れ
な

い
。

　
高
市
内
閣
は
12
月
26
日
に

閣
議
決
定
し
た
26
年
度
政
府

予
算
案
と
税
制
改
正
大
綱

は
、
軍
拡
と
大
企
業
優
遇
を

続
け
る
一
方
、
社
会
保
障
予

異
例
の
解
散
・
総
選
挙

投
開
票
は
２
月
８
日

維新の「国保逃れ」
国民の納得得られない

　
日
本
維
新
の
会
の
複
数
の

議
員
が
一
般
社
団
法
人
に
理

事
と
し
て
登
録
す
る
な
ど
し

て
、
本
来
支
払
わ
な
い
と
い

け
な
い
国
民
健
康
保
険
料
を

大
幅
に
減
額
す
る
い
わ
ゆ
る

「
国
保
逃
れ
」
を
行
っ
て
い

た
。
健
康
保
険
制
度
の
趣
旨

を
大
き
く
逸
脱
す
る
行
為

だ
。

　
保
団
連
は
、
1
月
16
日
の

厚
労
大
臣
記
者
会
見
で
日
本

維
新
の
会
の
複
数
の
議
員
に

別
所
得
税
（
仮
）」
を
創
設

し
、
27
年
1
月
か
ら
徴
収
す

る
。
現
在
課
さ
れ
て
い
る
、東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
特

別
所
得
税
2
・
1
％
の
う
ち
、

1
％
を
「
防
衛
特
別
所
得
税

（
仮
）」
に
振
り
替
え
る
。
5

年
間
で
43
兆
円
の
「
防
衛
財

源
」
の
確
保
の
た
め
、
昨
年

度
ま
で
に
法
人
税
と
た
ば
こ

税
の
増
税
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
所
得
税
増
税
で

国
民
の
所
得
が
軍
拡
財
源
に

消
え
て
い
く
。

26
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

改
定
率
は
3
・
09
％
と
な
っ

た
。
保
団
連
を
は
じ
め
医
療

界
が
求
め
て
き
た
10
％
水
準

の
引
き
上
げ
に
は
程
遠
い
。

一
般
病
院
の
68
％
、
医
科
診

療
所
（
法
人
）
の
37
％
、
歯

科
診
療
所
（
同
）
の
33
％
が

赤
字
と
な
り
、
倒
産
件
数
も

過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
で
推
移

し
て
い
る
。
24
年
の
物
価
上

昇
率
（
生
鮮
食
料
品
含
む
）

は
前
年
比
2
・
7
％
で
、
こ

の
ペ
ー
ス
で
は
2
年
間
で
5

％
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。
本
体
3
・
09
％
で
は

到
底
追
い
つ
か
な
い
。

税
収
・
保
険
料
収
入

も
上
昇

　
政
府
は
、
26
年
度
の
税
収

は
、25
年
度
比
7
・
6
％
増
の

83
兆
7
3
5
0
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
物
価
上
昇
や
好

調
な
企
業
業
績
を
背
景
に
、

7
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更

新
す
る
見
通
し
だ
。
賃
金
上

昇
に
伴
い
保
険
料
収
入
も
増

加
し
、
協
会
け
ん
ぽ
は
、
約

6
6
0
0
億
円
の
黒
字
決
算

（
24
年
度
）
と
な
っ
た
。

　
保
団
連
は
、
物
価
高
騰
を

上
回
る
賃
上
げ
で
保
険
料
収

入
を
増
や
す
▽
法
人
税
優
遇

税
制
の
見
直
し
▽
金
融
所
得

へ
の
課
税
強
化

―
な
ど
所

得
に
応
じ
た
課
税
を
進
め
医

療
・
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
大
企

業
や
富
裕
層
の
応
能
負
担
を

強
化
し
、
物
価
上
昇
を
上
回

る
賃
上
げ
を
確
保
す
る
こ
と

で
社
会
保
障
財
源
は
十
分
に

確
保
で
き
る
。
軍
事
偏
重
で

は
な
く
、
医
療
・
社
会
保
障

抑
制
・
負
担
増
路
線
を
転
換

す
る
政
治
実
現
に
向
け
総
選

挙
の
争
点
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

よ
る
「
国
保
逃
れ
」
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
上
野
賢
一
郎

厚
労
大
臣
は
、
個
別
の
事
案

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
控
え

る
と
し
た
上
で
、「
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
方
、
あ
る
い
は
個
人

事
業
主
の
方
を
対
象
に
し

て
、
一
般
社
団
法
人
の
役
員

と
し
て
、
加
入
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
保
険
に
加

入
が
で
き
て
、
保
険
料
の
削

減
が
可
能
と
な
る
。
そ
う
謳

う
事
例
が
あ
る
」
と
国
保
逃

れ
の
事
例
が
存
在
す
る
こ
と

を
認
め
た
。
そ
の
上
で
「
社

会
保
険
の
適
用
事
務
を
行
っ

て
い
る
日
本
年
金
機
構
と
連

携
し
な
が
ら
、
社
会
保
険
料

納
付
に
対
す
る
納
得
感
が
損

な
わ
れ
な
い
よ
う
に
制
度
を

適
切
に
運
用
し
て
い
く
」「
必

要
な
対
応
が
あ
る
か
ど
う
か

も
含
め
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
保
団
連
は
、
自
維
連
立
政

権
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
や
高
額

療
養
費
な
ど
負
担
増
を
一
方

的
に
国
民
に
強
い
る
中
で
の

維
新
議
員
に
よ
る
「
国
保
逃

れ
」
は
保
険
料
を
払
う
国
民

の
納
得
感
は
到
底
得
ら
れ
な

い
と
指
摘
し
た
。

　
高
市
早
苗
首
相
は
連
立
政

権
政
策
の
信
任
を
解
散
理
由

に
挙
げ
て
い
る
。「
社
会
保
険

料
負
担
の
軽
減
」
を
掲
げ
、

負
担
増
を
強
い
る
連
立
政
権

の
資
格
も
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

記
者
会
見
す
る
上
野
大
臣

算
は
抑
制
し
、
消
費
税
減
税

に
も
背
を
向
け
て
い
る
。

社
会
保
障
は
抑
制
、

防
衛
費
は
増
加

　
予
算
案
の
一
般
会
計
総
額

は
1
2
2
兆
3
0
9
2
億
円

で
過
去
最
大
を
更
新
し
、
25

年
度
当
初
予
算
比
で
は
5
・

8
％
増
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

社
会
保
障
関
係
費
は
25
年
度

当
初
予
算
比
で
、
2
％
増
に

過
ぎ
な
い
（
総
額
39
兆
5
5

9
億
円
）。概
算
要
求
時
の
自

然
増
の
見
込
み
（
6
3
0
0

億
円
程
度
）
を
、
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
額
の
引
き
上

げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

給
付
外
し
な
ど
の
制
度
改
悪

で
1
5
0
0
億
円
圧
縮
し
て

い
る
。

　
一
方
で
軍
事
費
は
12
年
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、

前
年
度
比
3
・
8
％
増
（
9

兆
3
5
3
億
円
（
米
軍
再
編

関
係
経
費
含
む
）
と
突
出
し

て
い
る
。
米
国
の
要
求
を
背

景
に
し
た
巨
額
な
軍
拡
予
算

が
、
医
療
・
社
会
保
障
費
削

減
へ
の
極
め
て
強
い
圧
力
に

な
っ
て
い
る
。

所
得
税
が
軍
拡
財
源

に
消
え
て
い
く

　
税
制
改
正
大
綱
で
も
、
高

市
内
閣
の
軍
拡
路
線
は
鮮
明

で
あ
る
。
基
準
所
得
税
額
に

1
％
を
付
加
す
る
「
防
衛
特
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金パラ高騰、30 ｇで持ち出し６万

やればやるほど大赤字
の
技
術
料
、
人
件
費
や
消
耗
品

な
ど
を
賄
う
本
体
部
分
に
相
当

す
る
「
診
療
報
酬
」
は
プ
ラ
ス

３
・
０９
％
。
保
団
連
や
病
院
団

体
を
は
じ
め
医
療
界
が
求
め
て

き
た
１０
％
水
準
の
引
き
上
げ
と

は
程
遠
い
改
定
率
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
医
療
現
場
の
疲
弊
は
止

ま
ら
ず
、
事
業
の
継
続
は
厳
し

い
。
深
刻
な
物
価
高
騰
、
低
く

据
え
置
か
れ
た
診
療
報
酬
や
人

手
不
足
の
下
、
医
療
提
供
基
盤

が
縮
小
・
地
盤
地
下
し
、
医
療

機
関
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ

ま
れ
る
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
保
険
あ
っ
て

医
療
な
し
と
い
う
１
９
６
０
年

代
の
国
民
皆
保
険
導
入
時
の
状

況
に
戻
り
か
ね
な
い
。
本
会
は
、

地
域
医
療
の
崩
壊
を
食
い
止
め

る
に
は
程
遠
い
２
０
２
６
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
率
に
対
し
て

強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
１０

％
水
準
の
抜
本
的
な
プ
ラ
ス
改

定
を
求
め
る
。

　
患
者
負
担
増
に
よ
っ
て
保
険

料
の
軽
減
を
進
め
て
い
る
が
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
給
付
制
限
や

高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額
引

き
上
げ
な
ど
で
保
険
料
軽
減
は

１
人
当
た
り
月
１
５
０
円
程
度

と
微
々
た
る
一
方
、
ア
レ
ル
ギ

ー
性
疾
患
な
ど
が
多
い
子
育
て

世
帯
や
、
が
ん
な
ど
重
篤
疾
患

を
り
患
し
た
現
役
世
代
に
大
き

な
負
担
増
と
な
る
。
医
療
へ
の

国
庫
負
担
割
合
を
増
や
す
と
と

も
に
、
過
去
最
高
を
更
新
し
６

０
０
兆
円
に
迫
る
大
企
業
の
内

部
留
保
を
社
会
的
に
還
元
し

て
、
賃
金
水
準
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
る
こ
と
や
、
大
企
業
の

利
益
に
応
分
な
税
負
担
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
大
切
な
こ
と
は
新
自
由
主
義

と
決
別
し
、
医
療
費
抑
制
政
策

の
抜
本
転
換
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
新
自
由
主
義
政
策
に
基
づ

く
経
済
・
財
政
の
ゆ
が
み
を
是

正
し
、
応
能
負
担
の
強
化
で
大

企
業
の
内
部
留
保
を
社
会
的
に

還
元
さ
せ
る
こ
と
、
中
小
企
業

支
援
と
セ
ッ
ト
に
し
た
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
非
正
規

雇
用
の
正
規
雇
用
化
な
ど
、
雇

用
と
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
る
経

済
回
復
の
実
現
が
重
要
で
あ

る
。
社
会
保
障
を
守
る
政
治
へ

の
転
換
の
年
に
し
よ
う
。

　
来
る
総
選
挙
で
は
、
医
療
・

社
会
保
障
を
守
る
政
治
勢
力
を

見
極
め
た
い
。

社
会
保
障
を
守
る
政
治
へ
の

転
換
を

　
高
市
政
権

が
発
足
し
、

維
新
が
連
立

に
加
わ
っ
た

こ
と
も
含
め

て
、
政
府
の

「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」
が
加

速
し
て
い
る
。
高
市
政
権
は
、

外
交
安
全
保
障
で
は
、
防
衛
費

を
２
０
２
７
年
度
中
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
水
準
を
確
保
す
る
と
し

た
目
標
を
２
年
前
倒
し
、
補
正

予
算
も
含
め
て
今
年
度
中
に
確

保
す
る
方
針
で
あ
る
。
防
衛
費

の
大
幅
な
膨
張
は
、
国
民
の
生

活
や
暮
ら
し
を
圧
迫
し
、
医
療

・
社
会
保
障
費
の
さ
ら
な
る
削

減
に
つ
な
が
る
。

　
昨
年
末
に
厚
労
省
が
発
表
し

た
診
療
報
酬
改
定
率
で
、
医
師

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
竹
田
智

雄
会
長
は
診
療
報
酬
、
高
額

療
養
費
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
藥
、

保
険
証
存
続
、
歯
科
医
療
、

大
軍
拡
反
対
の
各
課
題
に
触

れ
、
国
民
医
療
の
危
機
に
立

ち
向
か
う
保
団
連
の
役
割
発

第第
２４２４
回
保
団
連
理
事
会

回
保
団
連
理
事
会

高
市
政
権
の
評
価
、診
療
報
酬

大
幅
増
へ
の
活
動
な
ど
議
論

【１２月７日】

揮
を
訴
え
た
。

　
高
市
政
権
を
ど
う
見
る
か

の
議
論
で
は
、「
医
療
・
社
会

保
障
は
そ
っ
ち
の
け
で
防
衛

力
拡
大
に
突
き
進
む
」「
高
い

支
持
率
を
誇
る
も
問
題
発
言

が
多
く
政
策
に
実
効
性
が
無

い
」「
維
新
と
の
連
立
も
有
害

で
保
険
料
減
ら
し
手
取
り
を

増
や
す
と
言
っ
て
も
そ
の
効

果
は
微
々
た
る
も
の
」
と
の

評
価
が
さ
れ
た
。

　
国
会
行
動
で
会
員
署
名
１

万
８
千
筆
を
提
出
し
た
が
、

引
き
続
き
国
に
診
療
報
酬
大

幅
ア
ッ
プ
を
迫
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
藥
の
保
険
外
し
の
危
険

に
際
し
、
患
者
負
担
強
化
や

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
批
判
も
併
せ
て
宣
伝
し
て

い
く
。
オ
ン
資
訴
訟
で
は
東

京
高
裁
で
控
訴
審
が
始
ま
っ

た
が
、
意
見
陳
述
で
は
マ
イ

ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
多
発

や
情
報
漏
洩
の
危
険
を
訴
え

た
。
政
府
は
１２
月
２
日
の
保

険
証
廃
止
の
み
を
大
き
く
宣

伝
し
、
そ
の
他
の
受
け
付
け

方
法
が
あ
る
こ
と
を
国
民
に

伝
え
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
は
４
割
弱
で
あ

り
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
保

険
証
復
活
と
、
と
り
あ
え
ず

資
格
証
明
書
の
全
員
交
付
を

要
求
す
る
こ
と
が
大
事
と
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
う
ち
ｍ-

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
の
功
罪
に
つ
い
て
議
論

が
あ
り
、
学
会
の
動
き
も
注

視
し
て
慎
重
対
応
す
る
。「
医

の
倫
理
と
戦
争
」
と
い
う
映

画
が
紹
介
さ
れ
。
戦
争
協
力

問
題
な
ど
を
医
学
教
育
に
反

映
さ
せ
て
い
く
べ
き
こ
と
な

ど
が
話
さ
れ
た
。
１１
月
に
佐

賀
県
で
開
催
さ
れ
た
保
団
連

医
療
研
の
成
功
が
報
告
さ
れ

御
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。
１
月

の
保
団
連
大
会
に
向
け
て
決

算
予
算
案
や
基
本
要
求
案
が

提
案
さ
れ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
推
薦
さ
れ
た
５１
人
の
理

事
候
補
を
確
認
し
、続
く「
協

議
の
場
」
で
は
次
期
理
事
候

補
ら
に
よ
る
副
会
長
候
補
９

人
の
選
出
も
行
わ
れ
た
。

（
副
会
長 

天
谷
静
雄
）

　
保
団
連
は
２
０
２
５
年
１２

月
１１
日
、
２６
年
度
歯
科
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
た
厚
労
省

要
請
を
実
施
し
た
。
要
請
に

は
、
厚
労
省
か
ら
保
険
局
医

療
課
歯
科
医
療
管
理
官
の
和

田
康
志
氏
、
同
課
課
長
補
佐

の
田
上
真
理
子
氏
が
対
応
し

た
。
保
団
連
か
ら
は
田
辺
隆

副
会
長
、
新
井
良
一
理
事
が

参
加
し
た
。

　
要
請
は
、
基
本
診
療
料
と

技
術
料
の
抜
本
的
な
引
き
上

げ
な
ど
の
保
団
連
診
療
報
酬

改
善
要
求
項
目
と
と
も
に
、

中
医
協
で
の
審
議
内
容
を
ふ

ま
え
て
実
施
し
た
。

　
保
団
連
は
、
中
医
協
で
示

さ
れ
た
処
置
、
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
の
項
目
で
麻
酔
薬

剤
料
が
算
定
で
き
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
る
項
目
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
診
療
実
態
に

即
し
て
麻
酔
薬
剤
料
を
算
定

で
き
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

ま
た
、
歯
科
衛
生
士
・
歯
科

技
工
士
の
定
着
・
確
保
を
目

的
に
提
案
さ
れ
て
い
る
歯
科

技
工
士
連
携
加
算
や
口
腔
機

能
指
導
加
算
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
低
す
ぎ
る
現
行
点
数

を
、
目
的
に
資
す
る
よ
う
に

引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
求

め
た
。

　
厚
労
省
は
、
年
末
に
示
さ

れ
る
改
定
率
を
見
な
が
ら
中

医
協
で
示
し
た
論
点
に
そ
っ

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
ま
た
保
団
連
は
、
２５
年
度

補
整
予
算
案
で
示
さ
れ
た
賃

上
げ
・
物
価
上
昇
に
対
す
る

医
療
機
関
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
迅
速
な
執
行
や
小
規
模

医
療
機
関
で
対
応
可
能
な
簡

便
な
手
続
き
と
す
る
こ
と
、

賃
上
げ
対
応
分
の
補
助
は
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
医

療
機
関
に
限
ら
な
い
こ
と
な

ど
を
求
め
た
。

厚労省に要請書を手渡す新井理事（中）、田辺副会長（右）

歯
科
診
療
報
酬
改
善
を

厚
労
省
に
要
請

　
歯
科
治
療
で
使
用
す
る
貴

金
属
材
料
は
、
主
要
成
分
で

あ
る
金
、
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム

の
価
格
高
騰
が
継
続
し
、
保

険
償
還
価
格
を
仕
入
れ
価
格

が
上
回
る
状
態
が
続
い
て
い

る
。

　
仕
入
れ
価
格
は
、
医
療
機

関
に
お
い
て
異
な
る
の
が
実

情
だ
が
、
会
員
か
ら
は
、
３０

ｇ
で
１７
万
円
を
超
え
る
と
の

悲
痛
な
叫
び
も
上
が
っ
て
き

て
い
る
。

　
保
険
償
還
価
格
は
、
現
在

で
は
、
昨
年
１２
月
随
時
改
定

に
よ
る
価
格
が
２
月
末
ま
で

適
用
さ
れ
る
が
、
３０
ｇ
で
約

１１
万
円
と
な
り
、
約
６
万
円

も
の
持
ち
出
し
が
生
じ
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
１
月
１６

日
の
中
医
協
総
会
で
は
、
次

回
の
３
月
随
時
改
定
の
価
格

が
決
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

３０
ｇ
で
約
１４
万
円
と
な
り
、

依
然
持
ち
出
し
が
解
消
す
る

見
通
し
が
立
た
な
い
。

保
団
連
が
緊
急
改
定

を
要
請

　
保
団
連
は
、
１
月
１９
日
付

け
で
「
歯
の
被
せ
物
等
に
保

険
診
療
で
使
用
す
る
貴
金
属

の
価
格
高
騰
に
対
し
て
緊
急

改
定
を
求
め
る
」
要
請
書
を

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
。
①

随
時
改
定
に
お
け
る
保
険
償

還
価
格
を
実
際
の
販
売
・
購

入
実
態
に
合
わ
せ
て
改
定
す

る
こ
と
、
②
価
格
高
騰
が
継

続
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
１

月
単
月
の
素
材
実
勢
価
格
の

状
況
を
も
と
に
、
３
月
随
時

改
定
に
続
い
て
、
４
月
に
緊

急
改
定
を
行
う
こ
と
、
③
保

険
償
還
価
格
を
上
回
る
仕
入

れ
価
格
と
の
差
額
を
補
助
す

る
こ
と

―
の
３
項
目
を
要

請
し
た
。
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・
歯
科
医
師
を
除
く
）
の
月

給
与
平
均
（
２４ 

年
度
）
は
産

業
全
体
を
５
％
弱
下
回
っ
て

い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
離
職
の
抑

制
、
人
材
の
確
保
は
困
難
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
１０
％
程

度
の
賃
上
げ
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
財
源
の
抜
本
的
な
上

乗
せ
が
必
要
で
あ
る
。

　
煩
雑
な
事
務
を
要
す
る
た

め
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
届
け
出
て
い
る
医
療
機
関

は
、
医
科
診
療
所
の
４
割
、

歯
科
診
療
所
の
３
割
半
ば
に

留
ま
る
。
全
て
の
医
療
従
事

者
の
賃
上
げ
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
賃
上
げ
対
応
は
初
診

料
・
再
診
料
、
入
院
基
本
料

な
ど
基
本
報
酬
の
引
き
上
げ

で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

格
で
経
営
が
成
り
立
た
な
い

中
、
医
療
界
は
一
般
産
業
並

み
の
賃
金
を
支
払
い
、
日
々

の
診
療
提
供
が
成
り
立
つ
よ

う
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
と

す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
病

院
団
体
は
じ
め
医
療
界
が
求

め
て
き
た
１０
％
水
準
の
引
き

上
げ
と
は
程
遠
い
改
定
率
で

あ
り
、
医
療
現
場
の
疲
弊
は

止
ま
ら
ず
、
事
業
の
継
続
は

厳
し
く
、
地
域
医
療
の
崩
壊

を
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
物
価
上
昇
等
が
想
定
以
上

に
進
み
、
経
営
に
支
障
が
生

じ
た
場
合
、
２７
年
度
に
賃
上

げ
・
物
価
対
応
分
な
ど
に
つ

い
て
調
整
（
加
減
算
）
す
る

と
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な

中
身
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
加
算
は
空
手
形
に
終
わ

医療崩壊を食い止められない医療崩壊を食い止められない

２６２６年度改定率に抗議年度改定率に抗議

高
額
療
養
費
・
限
度
額
引
き
上
げ

大
臣
合
意
に
抗
議

　
制
度
見
直
し
は
、
多
数
回

該
当
の
据
え
置
き
や
現
役
世

代
へ
の
年
間
上
限
額
の
新

設
、
年
収
２
０
０
万
円
未
満

の
所
得
区
分
で
の
多
数
回
該

当
の
引
き
下
げ
な
ど
低
所
得

・
長
期
療
養
者
に
配
慮
す
る

一
方
、
２
０
２
６
年
８
月
に

自
己
負
担
限
度
額
を
一
律
引

き
上
げ
た
上
で
２７
年
８
月
に

は
、
現
在
の
所
得
区
分
（
４

区
分
）
を
１３
区
分
に
細
分
化

し
、
限
度
額
を
さ
ら
に
引
き

上
げ
る
。

　
今
年
３
月
に
多
く
の
患
者

・
国
民
の
反
対
を
受
け
て
高

額
療
養
費
の
限
度
額
引
き
上

げ
を
凍
結
し
た
。
し
か
し
、

今
般
の
引
き
上
げ
提
案
を
受

け
て
「
当
事
者
の
声
を
聞
く

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
文

字
通
り
『
聞
い
た
』
だ
け
だ

っ
た
の
か
」
と
怒
り
の
声
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
急
速
に
広
が
っ

て
お
り
、
限
度
額
引
き
上
げ

撤
回
を
求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン

署
名
は
18
万
６
千
筆
に
達
し

た
。

　
物
価
高
騰
で
実
質
賃
金
が

低
下
し
、
高
額
療
養
費
制
度

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
重

症
疾
患
を
持
つ
患
者
の
家
計

は
医
療
費
負
担
で
逼
迫
し
て

い
る
。
ま
た
、
高
額
療
養
費

制
度
を
利
用
す
る
患
者
は
、

病
気
で
事
業
の
休
業
や
就
労

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
、
所
得
の
減
少
の
中
、
貯

蓄
を
取
り
崩
す
等
で
何
と
か

治
療
費
を
捻
出
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
金
銭
的
な
余
裕

は
ま
っ
た
く
な
い
。

　
専
門
委
員
会
で
も
病
気
で

収
入
が
減
少
す
る
こ
と
を
考

慮
し
た
調
査
や
検
討
は
全
く

行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
行
の

限
度
額
で
も
高
す
ぎ
て
利
用

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
さ

ら
な
る
負
担
上
限
引
き
上
げ

は
治
療
中
断
に
追
い
込
む
こ

と
に
な
る
。

７０
歳
未
満
の
８
割
が

負
担
増
に

　
７０
歳
未
満
で
年
１
回
以
上

制
度
を
利
用
し
た
人
は
、
３

９
７
万
人
に
上
る
。
大
臣
合

意
で
は
、
年
１
回
か
ら
３
回

円
か
ら
３
７
０
万
円
の
所
得

区
分
で
は
現
行
の
１
万
８
千

円
か
ら
２
万
８
千
円
と
５５
％

増
と
な
り
月
額
１
万
円
の
増

加
、
年
間
で
は
１２
万
円
の
負

担
増
と
な
る
。
乳
が
ん
、
肺

が
ん
な
ど
の
外
来
化
学
療
法

を
行
っ
て
い
る
患
者
に
大
き

な
影
響
が
出
る
。

保
険
料
軽
減
は
公
費

投
入
で
解
決
を

　
応
能
負
担
は
患
者
負
担
で

は
な
く
税
や
社
会
保
険
料
負

担
に
こ
そ
適
用
さ
れ
る
べ
き

で
す
。
重
症
疾
患
の
患
者
に

応
能
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

治
療
中
断
に
よ
る
重
症
化
や

生
命
の
危
機
を
招
く
だ
け
で

あ
り
、
疾
病
給
付
や
社
会
保

険
の
概
念
と
も
相
い
れ
な

い
。「
現
役
世
代
の
保
険
料
負

担
軽
減
」
も
根
拠
の
一
つ
と

し
て
い
る
が
、
保
険
料
負
担

軽
減
は
公
費
投
入
で
解
決
す

べ
き
課
題
だ
。
制
度
の
持
続

可
能
性
を
維
持
す
る
こ
と
を

理
由
に
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
と
、
大
病
を
患
っ
て
も
実

際
に
は
利
用
で
き
な
い
制
度

と
な
り
、
む
し
ろ
現
役
世
代

の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
。

　
子
ど
も
を
持
つ
が
ん
患
者

や
家
族
に
と
っ
て
、
高
額
療

養
費
制
度
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
は
、
不
安
で
し
か
な
い
。

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負

担
限
度
額
の
一
律
引
き
上
げ

や
所
得
区
分
細
分
化
に
よ
る

限
度
額
引
き
上
げ
（
外
来
特

例
含
む
）
は
撤
回
し
、
す
べ

て
の
所
得
区
分
の
限
度
額
引

き
下
げ
こ
そ
実
施
す
べ
き

だ
。

２81

消
え
な
い
化
学
物
質

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
向
き
合
う

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
）は
、耐
水
性
・
耐
熱

性
に
優
れ
、フ
ラ
イ
パ
ン
や

防
水
製
品
、泡
消
火
剤
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
き
た
人
工
化

学
物
質
。自
然
分
解
さ
れ
に

く
く「
永
遠
の
化
学
物
質
」と

も
呼
ば
れ
、環
境
や
人
体
へ

の
蓄
積
に
よ
る
健
康
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
全
日
本
民
医
連
は
全
国
的

に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
取
り
組
み

強
化
を
方
針
と
し
て
掲
げ
、

兵
庫
民
医
連
で
も
２
０
２
４

年
７
月
に
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

調
査
・
支
援
活
動
を
進
め
て

い
る
。

　
取
り
組
み
の
柱
の
一
つ
が

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
で
あ

る
。２５
年
５
月
３１
日
に
は
第

１
回
検
査
を
東
神
戸
病
院
で

実
施
し
３２
人
が
参
加
し
た
。　

７
種
類
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
合
計
の
参

加
者
平
均
は
２４
・
６

 

ng
／
ｍｌ

で
、６２
・
５
％
が
米
国
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
精
査
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
２０

 

ｎｇ
／
ｍｌ
を
上
回
っ
た
。

　
特
に
過
去
に
高
濃
度
汚
染

が
み
ら
れ
た
西
脇
市
の
参
加

者
で
は
繊
維
加
工
由
来
と
さ

れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
ヘ
キ
サ
ン
ス
ル
ホ
ン

酸
）が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、

行
政
に
よ
る
正
式
調
査
の
必

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
２
回
検
査
は
１２
月
６
日

に
明
石
の
ひ
ま
わ
り
診
療
所

で
実
施
し
５４
人
が
参
加
。参

加
者
の
居
住
地
域
が
前
回
よ

り
幅
広
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

平
均
値
は
１９
・
１０

 

ng
／
ｍｌ
、２０

 

ng
／
ｍｌ
を
上
回
っ
た
の
が
３３

・
３
％
と
第
１
回
よ
り
低
く

な
っ
た
が
、中
に
は
明
石
市

や
西
脇
市
な
ど
高
濃
度
が
検

出
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
な

い
参
加
者
か
ら
も
高
い
値
が

出
て
い
る
。２６
年
１
月
１１
日

の
結
果
説
明
会
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
研
究
第
一
人
者
の
京
都
大

学
の
小
泉
昭
夫
名
誉
教
授
に

よ
る
分
析
結
果
が
報
告
さ
れ

る
予
定
だ
。

　
ま
た
、東
神
戸
病
院
で
は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
相
談
外
来
を
開
設

し
、米
国
臨
床
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
く
検
査
等
不
安
を

抱
え
る
受
検
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
は
保
険
外

検
査
で
検
査
費
用
が
１
万
１

千
円（
人
件
費
除
く
）と
高
額

の
為
、参
加
者
の
検
査
費
用

軽
減
の
た
め
、自
己
負
担
を

４
千
円
と
し
カ
ン
パ
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。兵
庫

民
医
連
は
今
後
も
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

問
題
の
可
視
化
と
社
会
的
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
。

（
兵
庫
協
会　

瀧
本
和
雄
）

診
療
所
は
実
質
マ
イ

ナ
ス
で
疲
弊

　
賃
上
げ
・
物
価
対
応
等
以

外
の
改
定
財
源
は
わ
ず
か
＋

０
・
１
％
で
あ
る
。
使
途
を

限
定
し
な
い
改
定
分
が
＋
０

・
２５
％
、
適
正
化
・
効
率
化

で
マ
イ
ナ
ス
０
・
１５
％
で
あ

り
、
後
者
は
、「
後
発
医
薬
品

へ
の
置
換
え
の
進
展
を
踏
ま

え
た
処
方
や
調
剤
に
係
る
評

価
の
適
正
化
、
実
態
を
踏
ま

え
た
在
宅
医
療
・
訪
問
看
護

関
係
の
評
価
の
適
正
化
、
長

期
処
方
・
リ
フ
ィ
ル
処
方
の

取
組
強
化
等
に
よ
る
効
率

化
」
な
ど
で
あ
り
、
地
域
に

密
着
し
た
診
療
所
・
病
院
に

大
き
な
影
響
が
及
ぶ
。

　
ま
た
、
外
来
医
師
過
多
区

域
に
お
い
て
無
床
診
療
所
の

制
度
を
利
用
す
る
人
の
限
度

額
引
き
上
げ
を
提
案
し
て
お

り
、
対
象
人
数
は
約
３
２
０

万
人
で
全
利
用
者
（
７０
歳
未

満
）
の
８
割
に
及
ぶ
。
ま
た
、

す
べ
て
の
所
得
区
分
で
負
担

増
と
な
る
が
、
年
収
６
５
０

万
～
７
７
０
万
円
の
所
得
区

分
で
は
現
行
の
限
度
額
８
万

１
０
０
円
か
ら
２
年
後
に
は

１１
万
４
０
０
円
と
約
３
万
円

（
３７
％
）
も
増
加
す
る
。

　
１
回
か
ら
３
回
ま
で
の
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

月
ご
と
の
医
療
費
が
限
度
額

に
到
達
し
な
く
な
り
、
多
数

回
も
適
用
さ
れ
な
く
な
る
患

者
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
長
期
療
養
者
に
と
っ

て
も
重
い
負
担
に
な
る
。

　
７０
歳
以
上
に
適
用
さ
れ
る

外
来
特
例
も
年
収
２
０
０
万

新
規
開
業
者
が
不
足
す
る
医

療
等
を
担
わ
な
い
場
合
、「
診

療
報
酬
上
の
減
算
措
置
」
が

講
じ
ら
れ
る
。

高
齢
者
偏
重
の
　
　

負
担
増

　「
食
費
・
光
熱
水
費
分
」
の

＋
０
・
０９
％
は
、
入
院
に
つ

い
て
食
事
代
を
１
食
４０
円
、

水
光
熱
費
（
療
養
病
床
に
入

院
す
る
６５
歳
以
上
）
を
１
日

６０
円
を
患
者
負
担
増
と
し
た

上
で
、
低
所
得
者
の
負
担
増

を
緩
和
す
る
な
ど
の
財
源
手

当
で
あ
る
。
療
養
環
境
の
保

障
に
向
け
て
患
者
負
担
増
で

な
く
、
医
療
機
関
に
持
ち
出

し
が
生
じ
な
い
よ
う
保
険
給

付
分
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ

て
手
当
て
す
べ
き
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、「
社
会
保
障
制
度

改
革
の
推
進
」
と
し
て
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
、
長
期
収
載
品

や
エ
ン
シ
ュ
ア
・
リ
キ
ッ
ド

な
ど
「
食
品
類
似
薬
」
に
関

わ
る
薬
剤
給
付
制
限
や
、
２

割
・
３
割
負
担
者
の
対
象
拡

大
、
高
額
療
養
費
の
外
来
特

例
な
ど
の
縮
小
、
７５
歳
以
上

の
保
険
料
・
窓
口
負
担
に
お

け
る
「
金
融
所
得
」
の
勘
案

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
患
者

負
担
増
、
と
り
わ
け
高
齢
者

に
偏
重
し
た
負
担
増
が
目
に

あ
ま
る
。

　
地
域
医
療
の
崩
壊
を
食
い

止
め
る
に
は
程
遠
い
２６
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
率
に
対
し

て
強
く
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
１０
％
水
準
の
抜
本
的
な

プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る
。

　
改
定
率
の
内
訳
は
「
賃
上

げ
対
応
」
に
＋
１
・
７０
％
、

今
後
２
年
間
の
「
物
価
対
応

分
」
に
＋
０
・
７６
％
、
過
去

２
年
間
の
「
経
営
環
境
の
悪

化
を
踏
ま
え
た
緊
急
対
応

分
」
に
＋
０
・
４４
％
、「
食
費

・
光
熱
水
費
分
」
に
＋
０
・

０９
％
、
以
外
の
改
定
分
に
＋

０
・
１
％
（
う
ち
、
適
正
化

・
効
率
化
に
マ
イ
ナ
ス
０
・

１５
％
）
を
充
て
る
。
他
方
、

薬
価
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
８６
％
、

材
料
価
格
で
マ
イ
ナ
ス
０
・

０１
％
の
計
マ
イ
ナ
ス
０
・
８７

％
と
す
る
。「
診
療
報
酬
」
と

薬
価
等
を
合
計
し
た
全
体
で

の
改
定
率
は
＋
２
・
２２
％
と

な
る
。

　
病
院
・
診
療
所
の
倒
産
数

は
過
去
最
悪
の
ペ
ー
ス
が
続

い
て
い
る
。
医
療
機
関
で
は
、

利
益
率
（
２４
年
度
）
が
大
き

く
落
ち
込
む
と
と
も
に
、
一

般
病
院
の
６８
％
、
医
科
診
療

所
（
医
療
法
人
）
の
３７
％
、

歯
科
診
療
所
（
医
療
法
人
）

の
３３
％
で
赤
字
で
あ
り
、
多

く
の
医
療
機
関
で
経
営
が
成

り
立
っ
て
い
な
い
。
公
定
価

る
一
方
、
減
算
さ
れ
る
事
態

の
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。賃

上
げ
対
応
は
財
源

不
十
分

　「
賃
上
げ
対
応
」
に
＋
１
・

７０
％
を
あ
て
、
２６ 

年
度
、
２７ 

年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
３
・
２
％

分
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
看
護

補
助
者
・
事
務
職
員
は
同
５

・
７
％
）
を
支
援
す
る
が
、

人
事
院
の
給
与
勧
告（
２５
年
）

の
３
・
６２
％
よ
り
も
低
い
。

３
・
２
％
の
ベ
ア
目
標
も
自

助
努
力
と
さ
れ
か
ね
な
い

「
医
療
現
場
で
の
生
産
性
向

上
の
取
組
」
と
合
わ
せ
て
支

援
す
る
と
し
て
お
り
、
目
標

未
達
成
の
責
任
が
医
療
機
関

に
転
嫁
さ
れ
か
ね
な
い
。
今

で
も
医
療
関
係
職
種
（
医
師

　

厚
労
大
臣
と
財
務
大
臣
は
１２
月
２４
日
、
高
額
療
養
費
制

度
の
自
己
負
担
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

保
団
連
は
、
重
症
疾
患
の
患
者
に
応
能
負
担
を
求
め
る
こ

と
は
治
療
中
断
に
よ
る
重
症
化
や
生
命
の
危
機
を
招
く
と

抗
議
し
撤
回
を
求
め
た
。

　

厚
労
省
は
１２
月
２４
日
、
２
０
２
６
年
度
の
診
療
報
酬
改

定
率
を
発
表
し
た
。
医
師
の
技
術
料
、
人
件
費
や
消
耗
品

な
ど
を
賄
う
本
体
部
分
に
相
当
す
る
「
診
療
報
酬
」
を
＋

３
・
０９
％
（
２
年
度
平
均
）
と
す
る
。
保
団
連
は
地
域
医

療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
に
は
ほ
ど
遠
い
改
定
率
に
抗
議
し

た
。
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完全復旧までに２カ月余

　徳島県つるぎ町にある町立半田病院は、2021年10月31日午前０時30
分頃、病院内の電子カルテと接続され、電源が入っている全てのプリ
ンターから英文の犯行声明が印刷された。印刷は自動で開始され、プ
リンターの用紙がなくなるまで継続した。
　当直医師に電子カルテの不具合が報告され、システム担当者が午前
３時ごろに駆けつけて対応を開始した。ほどなく、ランサムウェアに
よるサイバー攻撃で、すべてのシステムが使えなくなっていることが
判明した。
　午前８時過ぎに病院上層部へ連絡するとともに、徳島県警のサイバ
ー犯罪対策室へ連絡した。午前10時に、病院内に災害対策本部を立ち
上げ、第１回目の対策会議を開始した。午後４時、県内の報道機関に
事件についての記者会見をおこなった。
　病院では本部ミーティングを毎日行って、各部門に情報共有を促し
た。特に復旧に向けた進捗状況や、現状での問題点・改善点などの報
告・情報共有が有用であった。使用していなかった古いパソコンを持
ち出してプリンターと接続し、ワープロとして使用した。
　当時、病院内では、南海トラフ地震への対策で運用する予定で用意
していた紙カルテベースの診療が稼働したが、大変不自由だったとの
ことである。
　門前薬局から過去の処方歴などの資料を提供してもらったり、病院
から紹介した先の病院から、当院からの診療情報をファクシミリで送
信してもらったりしながら、患者情報をかき集めて対応したという。
電子カルテが再稼働し、すべての診療科で通常診療を全面再開したの
は、最初の攻撃から２カ月以上たった22年１月４日からだった。

ネットワークのぜい弱性が被害もたらす

　つるぎ町では、原因調査と再発防止策を講じるため、研究者やＩＴ
業界関係者で構成する「コンピュータウイルス感染事案有識者会議」
（有識者会議）を４回開催。病院の現地調査を２回実施した。５月20日
の第４回有識者会議で報告書の最終とりまとめを行い、６月初めに報
告書を完成させた。６月７日に町議会での説明を経て、６月16日には
病院のホームページで報告書を一般公開しており、閲覧することがで
きる。報告書には、技術的な観点から問題点をまとめた「技術編」と、
「情報システムにおけるセキュリティ・コントロール・ガイドライン」
も併記している。
　有識者による調査で、ランサムウェアの侵入経路が発見された。病
院が使用していたＶＰＮ（仮想専用ネットワーク）装置の脆弱性が修
正されておらず、ＩＤとパスワードがインターネット上に流失してい
たことが分かった。病院内パソコンのパスワードが５桁と短く、管理
者権限が共通という状態だったことが被害を拡大させたとのことであ
った。

セキュリティチェックは急務

　厚生労働省は半田病院での事件を受けて、「医療機関向けセキュリ
ティ教育支援ポータルサイト（通称：ＭＩＳＴ）」を立ち上げた。医
療機関がサイバー攻撃から身を守れるように、教育から有事の相談ま
でをワンストップで支援している。分かりやすい啓発動画も公開され
ているので、ご覧いただきたい。
　半田病院の事例は、医療機関におけるサイバーセキュリティ対策の
重要性を浮き彫りにした。電子カルテシステムは今や広く普及してい
るが、何らかの事故によりそれが停止した場合の備えも同様に重要で
ある。
　個人診療所を含む全ての医療機関において、保健所の立ち入り検査
で示されるセキュリティチェックリストへの対応、ベンダーとの定期
的な協議、そして最低限のＢＣＰ（事業継続計画）策定が急務となっ
ていることをあらためて認識できた講演であった。
�

第31回

医療機関に求められる�
� サイバーセキュリティとは

―ランサムウェアによる被害の経験から―

　近年、医療機関を狙ったサイバー攻撃が増えている。愛媛県
保険医協会では昨年11月23日、標記をテーマにした講演会を
開催した。講師は、2021年に病院の電子カルテが停止するラ
ンサムウェア（身代金要求型ウイルス）攻撃を経験し、診療体
制の維持と復旧のための指揮を執られたつるぎ町立半田病院、
つるぎ町病院事業管理者の須藤泰史先生。要旨を紹介する。

保団連理事� 吉田　克己愛媛協会

◦B5判◦209ページ・定価 1,500円

■ 保険医の日々の記帳から確定申告までの手順をコンパクトに解説。日々の税務対策を通じて経営
を見直し、医業経営の改善にもつながる一冊です。

■最新の基礎控除の見直しについても解説しています。

■ 所得計算については、実額計算と４段階経費率（措置法第26条）の利用方法を解説しています。

■ インボイス制度、改正電子帳簿保存法や各種控除など申告に係る変更点など、税制改正を踏まえた
内容です。

■ 巻末資料として、税務処理に便利な「医療機関の収入に関する課税関係」を掲載。

■ 税務調査時にすぐに使える事前通知・終了通知チェックシート、「税務調査 対応の心得10のポイ
ント」のほか、税務署からの来署依頼文書や「質問応答記録書」への対応を掲載・解説しています。

■ 情勢解説として、「消費税減税、損税解消に向けて」「2026年度税制改正大綱のポイント」を掲載し
ています。

最新刊

■ご注文は、協会・医会まで

日々の記帳・税務対策、確定申告に必須　開業医必携の一冊！

保険医の経営と税務 2026年版
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有効成分 用途 有効成分 用途
アシクロビル 抗ウイルス薬 デキサメタゾン ステロイド
アシタザノラスト水和物 抗アレルギー薬 テルビナフィン塩酸塩 抗真菌薬
アスコルビン酸 ビタミン剤 トコフェロール酢酸エステル ビタミン剤
アンモニア水 鎮痛鎮痒収斂消炎剤 トリアムシノロンアセトニド 口内炎・舌炎薬
イソコナゾール硝酸塩 抗真菌薬 尿素 皮膚軟化剤
イソプロパノール 殺菌消毒剤 白色ワセリン 軟膏基剤
イトプリド塩酸塩 胃薬 ハチミツ 矯味剤
イブプロフェン 非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs） ピコスルファートナトリウム水和物 緩下剤
イブプロフェンピコノール 非ステロイド系消炎鎮痛剤 ビサコジル 便秘薬
インドメタシン 鎮痛消炎剤 ビダラビン 抗ウイルス薬
エタノール 殺菌消毒剤 ヒドロコルチゾン酪酸エステル ステロイド
エピナスチン塩酸塩 抗アレルギー薬 フェキソフェナジン塩酸塩 抗アレルギー薬

Ｌ－カルボシステイン 去痰薬 フェキソフェナジン塩酸塩・塩酸プソイ
ドエフェドリン 抗アレルギー薬

塩酸テトラヒドロゾリン・プレドニゾロ
ン 点鼻用血管収縮剤 フェルビナク 非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）

オキシコナゾール硝酸塩 抗真菌薬 ブテナフィン塩酸塩 抗真菌薬
オキシテトラサイクリン塩酸塩・ヒドロ
コルチゾン 抗生物質・副腎皮質ホルモン配合剤 複方ヨード・グリセリン 口腔用殺菌消毒剤

オキシドール 殺菌消毒剤 ブドウ酒 滋養強壮薬
オリブ油 皮膚保護剤 フラボキサート塩酸塩 頻尿・残尿感薬
希ヨードチンキ 殺菌消毒剤 フルチカゾンプロピオン酸エステル ステロイド

クロトリマゾール 抗真菌薬 プレドニゾロン吉草酸エステル酢酸エス
テル ステロイド

クロラムフェニコール 抗生物質 ベタメタゾン吉草酸エステル ステロイド
クロラムフェニコール・フラジオマイシ
ン硫酸塩・プレドニゾロン 抗生物質 ベタメタゾン吉草酸エステル・フラジオ

マイシン硫酸塩 ステロイド

クロルヘキシジングルコン酸塩 殺菌消毒剤 ヘパリン類似物質 血行促進・皮膚保湿剤
ケトチフェンフマル酸塩 抗アレルギー薬 ベポタスチンベシル酸塩 抗アレルギー薬
サリチルアミド・アセトアミノフェン・
無水カフェイン・プロメタジンメチレン
ジサリチル酸塩

総合感冒剤 ペミロラストカリウム 抗アレルギー薬

サリチル酸 寄生性皮膚疾患剤 ベルベリン塩化物水和物・ゲンノショウ
コエキス 止瀉剤

サリチル酸メチル・dl-カンフル・トウガ
ラシエキス 鎮痛消炎剤 ベンザルコニウム塩化物 殺菌消毒剤

サリチル酸メチル・l-メントール・dl-カ
ンフル 鎮痛消炎剤 ホウ砂 眼科用剤

サリチル酸メチル・l-メントール・dl-カ
ンフル・グリチルレチン酸 鎮痛消炎剤 ホウ酸 眼洗浄・消毒薬

酸化マグネシウム 制酸・緩下剤 ポビドンヨード 殺菌消毒剤
酸化亜鉛 収れん・消炎・保護剤 ポリエンホスファチジルコリン 高脂血症薬
次亜塩素酸ナトリウム 殺菌消毒剤 マルツエキス 乳幼児用便秘薬
ジクロフェナクナトリウム 非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs） ミコナゾール硝酸塩 抗真菌薬
消毒用エタノール 殺菌消毒剤 無水エタノール 殺菌消毒剤

静脈血管叢エキス 痔治療薬 モメタゾンフランカルボン酸エステル水
和物 アレルギー性鼻炎治療薬

精製水 溶解剤 ヨウ素 殺菌消毒剤
炭酸水素ナトリウム 胃腸薬 ロキソプロフェンナトリウム水和物 解熱消炎鎮痛剤
沈降炭酸カルシウム・コレカルシフェロ
ール・炭酸マグネシウム カルシウム配合剤 ロラタジン 抗アレルギー薬

チンク油 消炎薬

※　OTC医薬品と成分・投与経路が同一で、一日最大用量が異ならない医療用医薬品を機械的に選定。

出所）第 209 回社会保障審議会医療保険部会　第９回高額療養費制度の在り方に関する専門委員会（2025 年 12 月 25日）参考資料３

　厚労省は昨年 12 月 25 日の社会保障審議会医療保険部会で、患者負担増となる医療用医薬品として 77 成分（1100 品目）の
リストを示し、了承された。自民・維新の合意を受けた提案で、2027 年 3 月の実施を狙っている。
　対象となる医薬品は、価格の 25％に当たる「特別の料金」が加わり、患者の実質的な負担額は、３割負担の人で５割、２割
負担の人で４割、１割負担の人は３割への大幅な増額となる。
　がんや難病患者、低所得者、入院患者、長期使用が必要と認められる患者は追加負担を求めないとしているが、多くの患者
の健康悪化を招くことは必至である。医療保険各法の保険給付の割合について「将来にわたり 100 分の 70 を維持する」とした
2002 年健保法等改正法附則２条の趣旨にも反する。保団連は患者や家族、患者団体らとともに薬剤自己負担増の撤回を求めて
いる。

表　医療保険部会で了承された特別料金の対象となる医薬品の成分一覧
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「
越
境
攻
撃
」
始
ま
る
　
２
０
２
３
年
１０
月
７
日
午

後
札
幌
市
で
は
、
２
週
間
後

繰
り
返
さ
れ
る「
芝
刈
り
作
戦
」の
末
に

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
「
完

全
封
鎖
」
の
下
で
、
現
実
へ

の
矛
盾
や
不
満
、
将
来
へ
の

夢
や
希
望
が
こ
と
ご
と
く
潰

さ
れ
続
け
ら
れ
て
い
る
ガ
ザ

の
人
々
に
と
っ
て
、
暴
力
は

否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る

も
の
の
「
１０
・
７
」
は
歴
史

の
必
然
で
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
る
の
で
す
。

に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
第
１５

次
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
・
子
供

支
援
活
動
」
の
事
前
報
告
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
の
主
講
演
は
、
エ
ル
サ

レ
ム
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
現
地
報
告
と
し
て
、
毎
日

新
聞
の
三
木
幸
治
支
局
長

（
当
時
）の
講
演
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
定

時
間
に
な
っ
て
も
三
木
氏
か

ら
の
連
絡
は
な
く
、
現
地
で

の
不
測
の
事
態
発
生
が
脳
裏

を
か
す
め
ま
し
た
。

　
対
面
す
る
会
場
に
は
、
８０

人
を
超
え
る
聴
衆
が
集
ま

り
、
予
定
通
り
午
後
２
時
に

開
会
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

３０
分
が
経
過
し
た
こ
ろ
、
エ

ル
サ
レ
ム
よ
り
三
木
氏
か
ら

電
話
が
入
り
、
ガ
ザ
か
ら
の

ハ
マ
ス
に
よ
る
「
越
境
攻
撃
」

が
現
在
進
行
中
で
あ
る
こ
と

を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
主
講

演
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

彼
の
努
力
で
現
地
の
生
々
し

い
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
動
画
は
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
）

「
完
全
封
鎖
」
下
で
何

が
起
き
て
い
た
の
か

　
そ
も
そ
も
、
ハ
マ
ス
に
よ

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ス
ラ
エ

ル
が
持
ち
込
む
麻
薬
が
生
き

る
希
望
を
失
い
が
ち
な
若
者

の
中
に
浸
透
し
始
め
て
い
ま

し
た
。

「
１０
・
７
」
は 

歴
史
の
必
然
―

　
こ
う
し
た
状
態
に
置
か
れ

た
中
で
起
こ
っ
た
の
が
１０
・

７
越
境
攻
撃
だ
っ
た
の
だ
と

い
う
事
を
ご
理
解
く
だ
さ

い
。
そ
れ
は
、
１７
年
間
の
「
天

井
の
な
い
世
界
最
大
の
監

獄
」
の
結
果
な
の
で
す
。

ガ
ザ
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
侵
攻
は
、

子
供
た
ち
を
傷
つ
け
る

プロフィール

　医師。札幌市生まれ。
１９７３年に札幌医科大
学卒業後、北海道勤労
者医療協会に入職。以
後、米国留学を含め脊
椎外科と膝関節外科を
中心とする整形外科医
として診療と臨床研究を
進めてきた。２０１０年に
「北海道パレスチナ医療
奉仕団」を立ち上げ、現
在に至る

ねこづか・よしお

第２回

る
１０
・
７
「
越
境
攻
撃
」
は
、

そ
の
日
に
突
然
起
き
た
も
の

で
は
な
く
、
０５
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ガ
ザ
地
区
の
「
完
全
封
鎖
」

政
策
に
よ
り
、
ガ
ザ
に
暮
ら

す
２
３
０
万
人
の
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
苦
渋
と
不
満
の
爆
発

で
あ
っ
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
１３
年
か
ら
こ

れ
ま
で
１９
回
に
わ
た
り
ガ
ザ

に
入
域
し
、
国
連
パ
レ
ス
チ

ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
の
協
力
で
現
地

で
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
目
に
し
た
こ
と
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
「
完
全

封
鎖
」
で
も
た
ら
さ
れ
た
産

業
の
破
壊
に
よ
る
貧
困
（
失

業
率
７０
％
）、医
薬
品
の
欠
乏

と
病
院
破
壊
に
よ
る
医
療
の

荒
廃
、
学
校
不
足
に
よ
る
教

育
力
の
低
下
な
ど
、
彼
ら
の

人
権
は
こ
と
ご
と
く
蹂
躙
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
行
わ
れ
て
き
た

の
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ミ

サ
イ
ル
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
に

よ
る
軍
事
攻
撃
で
し
た
。
０８

年
か
ら
３
～
４
年
お
き
に
繰

り
返
さ
れ
る
「
庭
の
芝
刈
り

作
戦
」
と
称
し
た
陸
・
海
・

空
か
ら
の
大
規
模
な
軍
事
侵

攻
。
そ
の
た
び
ご
と
に
千
～

２
千
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が

虐
殺
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
い
つ
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
の
攻
撃
が
あ
る
の
か

わ
か
ら
ず
毎
日
「
怯
え
な
が

ら
」
暮
ら
す
日
常
が
１７
年
間

も
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
身
体
の

み
な
ら
ず
社
会
精
神
的
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
き

た
の
が
ガ
ザ
の
人
々
で
し
た
。

10･7以前、地中海に沈むガザの夕陽

悲
し
み
を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う

こ
こ
に
真
実
を
刻
む

　
古
く
は
“
あ
ゆ
ち
潟
”
と

呼
ば
れ
、
江
戸
期
よ
り
干
拓

し
て
作
ら
れ
た
軟
弱
地
盤
が

名
南
会
の
あ
る
南
区
で
あ

る
。
こ
の
上
に
戦
闘
機
を
作

る
た
め
、
紡
績
工
場
の
柱
を

取
り
払
い
弱
体
化
し
た
軍
事

工
場
を
１
９
４
４
年
１２
月
７

日
午
後
１
時
３６
分
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
昭
和
東

南
海
地
震
が
襲
っ
た
。
東
海

地
方
で
死
者
１
２
０
０
人
、

住
宅
全
壊
１
万
６
千
棟
以
上

と
言
わ
れ
る
被
害
が
生
じ
た

が
、
敗
戦
色
が
濃
く
な
っ
た

戦
時
下
の
た
め
地
震
に
関
す

る
資
料
は
極
秘
と
な
り
、
報

道
は
厳
し
く
規
制
＝
隠
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
戦
後
４０
余
年
を

経
過
し
た
中
で
、
平
和
の
た

め
、
隠
さ
れ
た
地
震
と
そ
の

犠
牲
に
な
っ
た
方
々
、
と
く

に
朝
鮮
半
島
か
ら
連
れ
て
来

制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
女
子
勤

労
挺
身
隊
員
６
人
が
こ
の
工

場
で
犠
牲
に
な
っ
た
。

戦
争
な
け
れ
ば 

起
こ
り
得
な
か
っ
た

　
１
９
８
８
年
に
、「
悲
し
み

を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
　
こ
こ

に
真
実
を
刻
む
」
と
い
う
記

録
誌
と
な
り
、
同
じ
名
前
の

追
悼
記
念
碑
が
建
立
さ
れ

た
。

　
追
悼
碑
は
初
め
、
紡
績
工

場
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
が
、

開
発
の
た
め
近
く
の
名
南
ふ

れ
あ
い
病
院
の
敷
地
内
に
２

０
１
２
年
に
移
設
し
毎
年
１２

月
７
日
に
犠
牲
者
追
悼
式
を

行
な
っ
て
い
る
。

　
碑
は
、
背
後
の
塀
と
は
平

行
で
は
な
く
、
１
９
４
４
年

１２
月
７
日
午
後
１
時
３６
分
の

太
陽
に
面
し
て
い
る
。
そ
れ

は
「
太
陽
に
向
か
っ
て
真
正

面
か
ら
『
世
界
の
平
和
』
を

訴
え
続
け
る
こ
と
」
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
同
名
の
記

念
誌
は
「
未
来
を
生
き
る
若

者
た
ち
に
読
み
継
が
れ
『
真

実
を
見
つ
め
る
勇
気
』
を
育

ん
で
く
れ
る
こ
と
」
を
願
っ

て
作
ら
れ
た
。（
愛
知
県
の
歴

史
地
震
記
録
で
は
東
南
海
地

震
の
史
跡
と
し
て
は
こ
の
記

念
碑
し
か
な
い
）

　
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、
起

こ
り
得
な
か
っ
た
真
実
に
光

を
与
え
た
先
生
方
の
目
的
で

あ
る
平
和
の
た
め
、
軍
国
化

を
進
め
る
高
市
政
権
に
立
ち

向
か
う
今
年
の
集
会
に
し
た

い
。

�

（
愛
知
協
会
　
早
川
純
午
）

　
今
や
日
本
社
会
に
と
っ
て
今
や
外
国
人
労
働
者
は
な

く
て
は
な
ら
い
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
吹
き
荒
れ
る
排
外
主
義
。
真
の
共
生
社
会
を

目
指
し
た
い
。

『
月
刊
保
団
連
』
２
月
号

特
集

す
ぐ
そ
ば
に
い
る
外
国
人

―
排
外
主
義
を
乗
り
こ
え
る

■�

外
国
人
医
療
の
現
場
か
ら�

―
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て�

沢
田
貴
志

■�

外
国
人
と
暮
ら
す
た
め
に�

―
「
対
話
な
き
排
斥
」
が
行
き
着
く
先
は

�

内
藤
正
典

■�

外
国
人
労
働
者
が
ど
ん
な
人
た
ち
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？�

鳥
井
一
平

■
多
文
化
共
生
を
実
現
さ
せ
た
地
域

　
町
内
会
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�

高
畑
　
幸

■
日
本
人
か
ら
差
別
に
追
い
込
ま
れ
る
人
々

　

―
本
当
に
「
怖
い
」
の
は
誰
か
？�

安
田
浩
一

ら
れ
た
徴
用
工
、
挺

身
隊
の
方
々
の
被
害

状
況
に
陽
の
光
当

て
、
そ
の
事
実
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
立

ち
上
が
っ
た
先
生
方

が
い
た
。
全
国
か
ら

の
学
徒
の
方
々
、
朝

鮮
半
島
の
人
た
ち
と

協
力
し
、
全
貌
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
犠

牲
者
は
国
内
関
係
者

５１
人
と
韓
国
か
ら
強

追
悼
碑
は
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
に

移
設
さ
れ
て
い
る
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働
き
方
改
革
の
形
骸
化
こ
そ

問
題
。大
胆
に
根
本
改
善
を
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昨
年
、
高
市
首
相
が
発
し

た
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
捨
て
る
」「
馬
車
馬
の
よ

う
に
」
と
い
う
言
葉
が
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。
首
相
は
後

に
「
自
身
の
こ
と
を
言
っ
た

も
の
」
と
釈
明
さ
れ
ま
し
た

が
、
影
響
力
が
大
き
い
立
場

の
人
が
こ
の
よ
う
な
発
言
を

し
た
こ
と
に
私
は
怖
さ
を
覚

え
ま
し
た
。

　「
働
き
方
改
革
」は
2
0
1

9
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
人
口
の
減
少
に
伴
い
過

重
労
働
が
問
題
と
な
り
、
女

性
や
高
齢
者
も
労
働
力
と
な

り
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
そ
れ
ま
で
「
仕

　愛媛大学医学部卒
業。東京大学大学院医
学博士課程修了。東京
女子医科大学東医療セ
ンター、東京大学医学
部附属病院などに勤務
後、2016年に地元広島
県福山市で「あをうめ
クリニック」を開業。広
島県保険医協会理事。

事
一
筋
、
馬
車
馬
の
よ
う
に

働
く
」
こ
と
が
日
本
で
は
一

部
「
美
徳
」
と
も
さ
れ
て
い

た
の
が
、
男
性
も
、
家
庭
や

自
分
の
時
間
と
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
仕
事
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
心
療
内
科
医
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
患
者
さ
ん
を
診
る

中
、
や
は
り
仕
事
は
心
身
の

健
康
が
あ
っ
て
こ
そ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
本
来
、
働
き

方
改
革
は
国
民
を
豊
か
に

し
、
生
産
性
も
向
上
さ
せ
る

も
の
の
は
ず
で
す
。

　
な
の
に
、
こ
の
概
念
と
は

逆
行
す
る
高
市
首
相
の
言
葉

が
今
、
国
民
に
少
な
か
ら
ず

支
持
さ
れ
、「
働
い
て
（
×

5
）
ま
い
り
ま
す
」
が
流
行

語
大
賞
に
ま
で
選
ば
れ
た
の

は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
働
き

方
改
革
を
始
め
て
豊
か
に
な

っ
た
の
か
？
と
疑
問
を
持
っ

た
国
民
に
、
首
相
の
言
葉
が

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
「
刺

さ
っ
た
」
の
で
は
な
い
か
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
れ
は
「
働
き
方

改
革
」
が
間
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
形
骸
化
が

問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
業
務

全
体
の
効
率
化
や
負
担
軽
減

と
い
う
根
本
的
な
改
善
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
た
だ
残
業

制
限
を
し
て
か
え
っ
て
仕
事

に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
部
下

が
残
業
制
限
を
守
っ
て
い
る

一
方
で
管
理
職
が
過
重
労
働

に
な
っ
た
り

―
。

　
そ
ん
な
中
、
24
年
に
医
師

の
働
き
方
改
革
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
病
気
に
「
時
間
外
」

は
な
く
、
他
職
種
よ
り
さ
ら

に
機
能
し
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
医
大
生
の
4

割
が
女
性
と
い
う
今
こ
そ
、

女
性
た
ち
も
医
師
と
し
て
よ

り
貢
献
で
き
る
よ
う
、
医
療

の
「
真
の
働
き
方
改
革
」
に

早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

救
急
外
来
の
コ
ン
ビ
ニ
化
、

1
人
主
治
医
制
、
形
骸
化
し

た
煩
雑
な
公
的
手
続
き
な
ど

大
き
な
こ
と
も
、
現
状
を
踏

ま
え
、
変
え
る
く
ら
い
し
な

い
と
「
改
革
」
と
は
言
え
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
鹿
児
島
か
ら

フ
ェ
リ
ー
に
乗

り
、奄
美
大
島
、

沖
永
良
部
島
を

経
て
沖
縄
へ
向

か
っ
た
こ
と
が

炭
鉱
に
向
か
っ
た
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ

第 30 回

（わたなべ・こう）
1966 年東京都生まれ。
早稲田大学政経学部卒。90
年ＮＨＫ入局、ディレクター
等を務め、2024年末退職。
著書『ゲンバクとよばれた
少年』（講談社、平和・協同
ジャーナリスト基金賞）、ほ
か多数。番組ではギャラク
シー賞、橋田賞、放送文化
基金賞などを受賞。最新著
『ひめゆり学徒だった山内祐
子さんが沖縄の高校生に伝
えたこと』（講談社）

あ
る
。
甲
板
に
立
つ
と
、
島

々
は
次
第
に
距
離
を
縮
め
、

や
が
て
ま
た
離
れ
て
い
く
。

そ
の
旅
の
途
中
で
、
沖
永
良

部
島
と
与
論
島
が
、
行
政
区

域
と
し
て
は
鹿
児
島
県
に
属

し
な
が
ら
、
文
化
的
に
は
沖

縄

―
す
な
わ
ち
琉
球
文
化

圏
と
の
連
続
性
が
き
わ
め
て

強
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
方
言
、
食
文
化
、
生

活
習
慣
な
ど
に
多
く
の
共
通

点
が
あ
る
の
だ
。
と
り
わ
け

与
論
島
は
沖
縄
本
島
に
近

く
、
晴
れ
た
日
に
は
本
島
最

北
端
の
辺
戸
岬
か
ら
そ
の
姿

を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
私

自
身
、
与
論
島
を
訪
れ
た
の

は
一
度
き
り
だ
が
、
牧
歌
的

で
時
間
の
流
れ
が
緩
や
か
な

風
景
が
、
い
ま
も
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。

　
新
年
の
始
ま
り
、
そ
の
与

論
島
か
ら
2
人
の
若
い
客
人

が
わ
が
家
を
訪
ね
て
き
た
。

い
ま
与
論
島
は
、
島
外
か
ら

の
移
住
者
が
増
え
、
静
か
な

熱
気
を
帯
び
て
い
る
と
い

う
。
2
人
と
も
「
内
地
」
か

ら
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
だ
っ

た
。
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私

は
、
か
つ
て
と
は
逆
向
き
の

人
の
流
れ
を
思
っ
た
。
与
論

島
は
、
長
い
あ
い
だ
、
人
を

送
り
出
す
島
だ
っ
た
の
だ
。

　
島
の
人
び
と
は
、
自
ら
を

「
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
」
と
呼
ぶ
。

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
に
か
け

て
、
多
く
の
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ

が
島
を
離
れ
、
福
岡
県
大
牟

田
市
へ
向
か
っ
た
。
三
井
三

池
炭
鉱
で
働
く
た
め
で
あ

る
。

　
与
論
島
は
台
風
の
常
襲
地

帯
で
、
耕
地
に
恵
ま
れ
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
や
雑
穀
を
中
心
と
し

た
農
業
で
は
、
現
金
収
入
は

限
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
恐
慌

以
降
、
暮
ら
し
は
さ
ら
に
苦

し
く
な
り
、
若
者
た
ち
に
と

っ
て
「
出
稼
ぎ
」
は
遠
い
選

択
肢
で
は
な
く
な
っ
た
。
島

か
ら
船
に
乗
り
、
列
車
を
乗

り
継
ぎ
、
福
岡
の
炭
鉱
町
へ

向
か
う

―
そ
の
道
の
り
は
、

島
の
静
け
さ
と
は
正
反
対
の

世
界
へ
踏
み
出
す
旅
で
も
あ

っ
た
。

　
炭
鉱
の
仕
事
は
過
酷
だ
っ

た
。
坑
内
は
高
温
多
湿
で
、

落
盤
や
ガ
ス
爆
発
の
危
険
が

つ
き
ま
と
う
。
身
体
を
壊
す

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
島
に
残
し
た
家
族

へ
仕
送
り
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
現
金
収
入
は
、
何
も
の

に
も
代
え
が
た
か
っ
た
。
そ

の
金
は
、
家
計
を
支
え
、
弟

や
妹
の
学
費
と
な
り
、
島
の

暮
ら
し
を
つ
な
い
だ
。

　
や
が
て
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
転
換
に
よ
り
、
炭

鉱
は
縮
小
へ
と
向
か
う
。
1

9
6
0
年
代
以
降
、
三
池
炭

鉱
も
衰
退
し
、
ユ
ン
ヌ
ン
チ

ュ
た
ち
は
帰
郷
す
る
か
、
別

の
土
地
へ
移
っ
て
い
っ
た
。

　
移
住
者
と
し
て
与
論
島
に

暮
ら
す
若
者
た
ち
の
朗
ら
か

な
姿
を
見
な
が
ら
、
島
と
外

の
世
界
を
往
復
す
る
人
の
流

れ
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
続

い
て
い
る
と
痛
感
し
た
。
私

は
、
か
つ
て
島
を
出
て
い
っ

た
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
の
姿
を
思

い
浮
か
べ
る
。
炭
鉱
へ
と
向

か
っ
た
旅
路
は
、
与
論
島
が
、

日
本
の
近
代
を
底
辺
で
支
え

て
き
た
、
確
か
な
足
跡
の
ひ

と
つ
だ
と
思
っ
た
。

与論島

　
米
統
治
下
の
沖
縄
を
舞
台

に
米
軍
基
地
か
ら
物
資
を
奪

い
島
民
に
分
け
与
え
た
若
者

た
ち
を
描
い
た
長
編
小
説

「
宝
島
」。
直
木
賞
を
受
賞
し

昨
年
映
画
化
さ
れ
た
同
作
の

ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
6
編

を
収
録
し
た
。

　
書
き
下
ろ
し
の
「
ナ
ナ
サ

ン
マ
ル
」
は
、
沖
縄
の
交
通

ル
ー
ル
が
米
国
式
の
「
車
は

右
、
人
は
左
」
か
ら
、
本
土

と
同
じ
「
車
は
左
、
人
は
右
」

へ
と
切
り
替
わ
る
1
9
7
8

年
7
月
30
日
を
中
心
と
し
た

物
語
だ
。

　「
宝
島
」で
主
要
人
物
だ
っ

た
ヤ
マ
コ
は
小
学
校
の
ベ
テ

ラ
ン
教
師
と
な
り
、
交
通
ル

ー
ル
変
更
を
子
ど
も
た
ち
に

教
え
る
対
応
に
追
わ
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
時
、
7
年
前
に

国
会
で
大
事
件
を
起
こ
し
た

教
え
子
の
行
方
が
気
に
な
り

始
め
て

―
。

　
日
本
に
復
帰
し
て
本
土
と

同
じ
交
通
ル
ー
ル
に
な
っ
て

も
、
巨
大
な
米
軍
基
地
は
残

り
頭
上
を
米
軍
機
が
飛
び
交

う
沖
縄
の
現
実
と
、
人
々
の

思
い
を
活
写
す
る
。
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